
発出元 → 発出先
【機密性２情報】

作成⽇_作成担当課_⽤途_保存期間令和元年度の主な取り組み（案）
１. ⽔害から⾼齢者の避難⾏動の理解促進に向けた取組
２．危機管理型⽔位計の整備
３．簡易型河川監視カメラの整備
４．ハザードマップの作成、周知
５．要配慮者利⽤施設の避難確保計画策定の推進
６．防災教育（学習）の実施
７．警戒レベルの運⽤等
８．⼤規模氾濫時の排⽔計画
９. 河道掘削、樹⽊伐採による河川断⾯確保対策
10. ★「あれから６０年 天神川流域 伊勢湾台⾵の⽖痕」パネル展の開催→【資料4】

「
11. ★天神川⽔系⼤規模氾濫時のタイムライン検討会を設置→【資料5】

多機関連携型タイムラインの策定による関係機関の連携強化

資料3
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1. 水害から高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組について

「平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難の在り方について（報告）」の対策の一環
として、「大規模氾濫減災協議会において、防災・減災への取組実施機関と地域包括支援セン
ター・ケアマネジャーが連携し、水害から高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組を実施する」
こととなった。管内関係部局及び構成市町村と連携して、下記取組を実施する。

①高齢者福祉部局は防災部局から情報提供を受けるなど情報共有を実施

②市町村におけるすべての地域包括センターにハザードマップの掲示や避難訓練の
お知らせ等の防災関連のパンフレット等を設置

③大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジャーと連携し
た水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組※の実施及びその状況を
共有

※取組例

大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジャー等の日常業務における防災に関する取組事例を共有する

ケアマネジャーの職能団体の災害対応研修の場等を活用し、ケアマネジャーへハザードマップ等を説明する

大規模氾濫減災協議会の構成員による地域包括支援センターの住民向け講座等の機会を活用した最新の防災・減災施策の説明や
高齢者自身の災害・避難カードの作成に対する協力を行う
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2. 危機管理型水位計の整備（1/2）

河川水位観測所箇所
（基準観測所 ５基）

危機管理型水位計設置箇所
（国土交通省20基）平成30年度設置

よりきめ細やかな河川水位の把握のために、2018年（平成30年）度に、危機管理型水位計を20箇所に
設置した。

危機管理型水位計は、「川の水位情報（http://k.river.go.jp）」で、堤防天端高と水位の差を確認できる。

現在の水位を表示

川の水位情報HP

クリック

凡例
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2.江北地先 1.長瀬地先

湯梨浜町
3.八屋地先

4.下田中地先
5.大原地先

6.本泉地先

7.湯谷地先

20.横手地先

8.巌城地先

9.三明寺地先

10.河原町地先

12.下大江地先

13.若土地先

14.関金地先

15.松河原地先

16.黒見地先
17.上米積地先

18.上福田地先

三朝町

倉吉市

北栄町

11.八幡町地先 19.大瀬地先

：危機管理型水位計設置箇所

危機管理型水位計の水位情報は、ホットライン③～⑤では、基準観測所の水位情報と合わせて伝達する。

提供する危機管理型水位計の水位情報は、河川名、左右岸、地先名、堤防天端までの水位を提供する。地先名は、下図のとおり。

危機管理型水位計設置箇所（地先名）

2. 危機管理型水位計の整備（2/2）

緊急速報メール配信

緊急速報メール配信

ホットライン①
（氾濫注意水位超過）

ホットライン②
（避難判断水位超過）

ホットライン④（破堤の恐れ）

ホットライン⑤（氾濫発生）

ホットライン③
（氾濫危険水位超過）

ホットラインの内容（例）

河川水位とホットライン
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3. 簡易型河川監視カメラの整備

2.江北地先 1.長瀬地先

湯梨浜町
3.八屋地先

4.下田中地先
5.大原地先

6.本泉地先

7.湯谷地先

20.横手地先

8.巌城地先

9.三明寺地先

10.河原町地先

12.下大江地先

13.若土地先

14.関金地先

15.松河原地先

16.黒見地先
17.上米積地先

18.上福田地先

三朝町

倉吉市

北栄町

11.八幡町地先 19.大瀬地先

：簡易型河川監視用カメラ設置予定箇所（14箇所）
：危機管理型水位計設置箇所（20箇所）
※地先名は、危機管理型水位計設置箇所

従来の水位情報に加え、リアリティーのある洪水状況を画像として住民と共有し、適切な避難判断を
促すことを目的に、2019年（令和元年）度に簡易型河川監視カメラを14箇所に設置する予定である。

なお、簡易型河川監視カメラの設置位置は、危機管理型水位計設置箇所周辺を予定する。

写真出典：「身近な河川の画像情報で、洪水時の切迫感を伝えます
～「簡易型河川監視カメラ」現場実装へ～」平成31年3月37日

簡易型河川監視カメラ（イメージ）

簡易型河川監視カメラでの撮影例（イメージ）
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4.ハザードマップの作成、周知

2018年（平成30年）度に、北栄町と湯梨浜町が水害ハザードマップを作成。

引き続き、ハザードマップの作成、周知の取組を実施する。

北栄町防災マップ湯梨浜町防災マップ
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Ｃ市

Ｅ町 Ｆ村

Ｄ町

大規模氾濫減災協議会

等

• 進捗の目標を確認
• 進捗の現状を確認
• 促進施策を共有
• 市町村が直面する課

題の共有、必要に応
じて相互に助言

河川管理者 気象台

「大規模氾濫減災協議会」の運用について（平成29年6月19日）【抜粋】
７．協議会での取組事項

（１）①－１カ 要配慮者利用施設等における避難確保計画の作成・訓練に対する支援
・洪水浸水想定区域内における要配慮者利用施設及び地下街等の立地状況を確認す

るとともに、市町村地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の避難確保計画及
び地下街等の避難確保浸水防止計画の作成状況、訓練の実施状況を確認する。

・避難確保計画の作成状況や訓練の実施状況を踏まえ、それぞれの取組を促すための
支援策について検討調整する。また、施設職員だけで対応することが難しい場合の地域
の支援体制について検討・調整する。

5. 要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進（1/2）

○ ２０２１年（令和３年）度までに要配慮者利用施設の避難確保計画作成及び訓練実施を完
了するため 取組を加速

○ 先進事例の共有を図り、各市町の２０２１年（令和３年）度までの進捗目標、進捗の現状
及び促進施策を共有

図 進捗状況及び促進施策の報告様式

先進事例の共有

各年度の達成目標
目標達成のための取組

を共有

Ａ市 Ｂ市
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○ 各年度の達成目標、目標達成のための取組を共有するために、各市町において、「進捗
状況及び促進施策の報告様式の作成をお願いします。

5. 要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進（2/2）
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6. 防災教育（学習）の実施

自治体の学校所管部局に対して、市町村地域防災計画に要配慮者利用施設として定められている
小・中学校の避難確保計画の提出、水害・土砂災害を想定した避難訓練実施の指導、避難訓練と合
わせた防災教育の指導をお願いしている。

国土交通省では、学校や自治体の学校所管部局からの相談や説明会等への講師派遣により避難確
保計画の作成促進を支援するだけでなく、避難訓練を通じた防災教育の実施にあたっても、「水災害
からの避難訓練ガイドブック」（平成30年6月）等を活用し、支援する。

なお、倉吉河川国道事務所では、2018年（平成30年）度に防災教材を作成しており、2019年度（令和元
年度）は、上小鴨小学校、上北条小学校、高城小学校で防災教育を行う。

防災教材（平成30年度作成） 指導計画（平成30年度作成）水災害からの避難訓練ガイドブック（平成30年6月）
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【排水作業準備計画図の作成】【排水ポンプ車配置箇所の条件・

検討対象地区の設定】

8. 大規模氾濫時の排水計画

【平成30年度検討概要】

今年度は、関係機関と排水ポンプ車設置場所等を確認し、災害時に関係機関と連携して排水作業ができるように準備します。

• 平成30年度は現地の道路幅員、標高、浸水状況等をもとに、浸水継続時間の長い10地区で排水ポ
ンプ車配置可能箇所の状況を整理し、天神川全体で排水作業準備計画図を作成しました。
• また、他地整から排水ポンプ車が応援に来た場合にも、瞬時に排水ポンプ車の配置場所を決定可
能なように排水作業事前準備ツールを構築しました。

• 排水ポンプ車の規格等をもとに排
水ポンプ車の配置条件を整理し、
浸水継続時間の長い10地区を対象
に排水ポンプ車の配置可能な箇所
の状況を整理しました。

⑤
④

③

①
②

⑥

⑦

⑨

⑩

 

浸水継続時間の
長い10地区

排水作業準備計画図（広域図）の作成例
（地区③ 天神川左岸3.2K決壊）

• 検討結果をもとに排水作業準備計画図を作成しました。
• 排水作業準備計画図はオペレーション側と現場作業員の
連携を円滑に進めるため、オペレーション用の広域図と現
場作業員用の詳細図の2種類を作成しました。

排水作業準備計画図
（詳細図）の作成例

（地区③天神川左岸3.2K決壊）

詳細図には現地作業員が現場
をイメージしやすいよう、排水
ポンプ車配置場所の詳細な図
面、想定した決壊地点の浸水
状況、配置可能台数等がわか
るように整理

オペレーション用
図面は事務所内
において複数名で
見ることを想定し
てA0版に広域的
な情報を集約

排水ポンプ車
配置条件

天神川左岸3.2K決壊

（天神川左岸3.2K決壊 想定最大規模）
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9. 河道掘削、樹木伐採による河川断面確保対策

小鴨川河道整備工事

平成29年度撮影

倉吉市

小鴨川

天神川

左岸

右岸

施工開始：令和元年5月7日
施工状況：伐木・伐竹15万m2のうち約3.6万m2が完了（約24％）

①0k500付近（巌城橋）より下流側を望む

②1k400付近（三明寺橋）より下流側を望む

令和元年5月20日

令和元年5月20日

着手前 着手後

着手前 着手後

天神川合流部付近に
おける伐木範囲
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取組項目・緊急行動計画に係るマニュアル等の情報提供

取組項目 緊急行動計画項目 資料名 入手先

【1-4-4】
想定最大規模降雨の浸水想

定区域図に基づく水害ハザード
マップを作成し、洪水浸水想定
区域内の各戸・自主防災組織へ
の配布

ハザードマップの改良、
周知、活用

水害ハザードマップ作成の手引き 平成28年4月
国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室

https://www.mlit.go.jp/river/basi
c_info/jigyo_keikaku/saigai/tisiki/
hazardmap/index.html

洪水ハザードマップ事例集 平成30年8月
国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室

倉吉河川国道事務所より各市町
へ提供済（必要な場合は、事務
所へご連絡ください）

災害リスクの現地表示
まるごとまちごとハザードマップ実施の手引き（第2版）
平成29年6月 国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室

http://www.mlit.go.jp/river/bous
ai/main/marumachi/

【1-5-4】
要配慮者利用施設の避難確

保計画の作成の促進・避難訓練
の実施

要配慮者利用施設に
おける避難計画の作
成及び避難訓練の実
施

要配慮者利用施設における避難確保計画作成推進に向けた地方公共団
体の取組事例集 平成31年3月
国土交通省 水管理・保全局 河川環境課 水防企画室

https://www.mlit.go.jp/river/bou
sai/main/saigai/jouhou/jieisuibo
u/pdf/torikumijirei.pdf

要配慮者利用施設における避難に関する計画作成の事例集（水害・土砂
災害） 第3版 平成31年3月
内閣府（防災担当）

http://www.bousai.go.jp/oukyu/
hinankankoku/pdf/hinanjireishu.p
df

講習会の企画調整及び運営マニュアル～要配慮者利用施設 避難確保計
画の着実な作成に向けて～ 平成30年3月
国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
※今後、講習会プロジェクトを踏まえたマニュアル改定版が公表予定

https://www.mlit.go.jp/river/bou
sai/main/saigai/jouhou/jieisuibo
u/pdf/koushukai_manual.pdf

【1-7-2】
天神川水系の特徴を踏まえた
水害（防災）教育の拡充のため
に、指導計画を関連市町におけ
る全ての学校に共有

防災教育の促進
水災害からの避難訓練ガイドブック 平成30年6月
国土交通省水管理・国土保全局

https://www.mlit.go.jp/common/
001238804.pdf

【1-8-4】
スマートフォン等によるプッ

シュ型の洪水情報発信

危険レベルの統一化
等による災害情報の
充実と整理

避難勧告等に関するガイドライン 平成31年3月
内閣府（防災担当）

http://www.bousai.go.jp/oukyu/
hinankankoku/h30_hinankankoku_
guideline/index.html

【2-2-1】
水防団員の募集、自主防災組

織、企業等の参画を促すための
具体的な広報の進め方につい
て検討

水防に関する広報の
充実（水防団員確保に
係る取組）

水防功労者国土交通大臣表彰式
http://www.mlit.go.jp/report/pre
ss/mizukokudo04_hh_000062.htm
l

14


